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 放射線の線質やエネルギーの違いは生物学的効果の度合いに大きく
影響するが、これはエネルギー付与分布の微細構造の違いによって生
じるDNA損傷の生成量や形態の違いが主な原因だと考えられている。
特に、高密度の電離が生じると、局所的に密に損傷が生じたクラス
ター損傷と呼ばれる複雑で修復されにくい損傷が形成されやすく、重
篤な影響を招くと考えられている。しかし、損傷の実態自体に加え、
どのような損傷形態がどの程度の生物影響をもたらすのかについては、
明らかでない点が多い。我々は、エネルギー付与の構造とDNA損傷ス
ペクトル(損傷数および損傷間の位置関係)との関係を明らかにするこ
とは、生物影響上重要なDNA損傷を特定し、様々な条件下での放射線

影響を推測するために必要であると考えている。そこで、電子線や重

粒子線のトラックの微細構造、細胞中でのDNA損傷の生成メカニズム
のモデルに基づいて、DNA損傷生成過程をシミュレーションするシス
テムを構築し、異なる線量や放射線種によるエネルギー付与の微視的
な分布の違いとDNA損傷との関係を調べている。講演では、放射線の
トラック構造に基づくDNA損傷生成過程のモデルとシミュレーション
について紹介し、放射線影響の初期過程においてDNA損傷スペクトル
を決定付けると考えられる因子について紹介したい。 
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